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名　　称

WorldShift Osaka （ワールドシフト大阪）

内　　容

「WorldShift」のムーブメントを伝える

プレゼンテーション・展示・ワークショップ・パフォーマンス等の催し

日　　程

2010年 11月 13日・14日　両日とも　10：00～ 17：30

規　　模

両日とも　10,000 人

会　　場

大阪万博記念公園エキスポランド跡地

「ファームエキスポ」内

イベントホール及びその周辺一帯

（大阪府吹田市千里万博公園２－１）

主　　催

WorldShift Osaka 実行委員会

（共同代表→鈴木翔太（慶應義塾大学法学部）・宮川卓也（立命館大学産業社会学部））

後　　援

ＪＩＣＡ様（予定 /申請中）　大阪府様（予定 /申請中）

独立行政法人　日本万博記念機構様（申請中）　

協　　力

ファームエキスポ学生実行委員会様　ＣＯＥＮ様

WorldShift Osaka　概要
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WorldShift とは ......

「ワールドシフト」とは、すべての存在がつながっているとの認識に立ち、人類全体・地球全体

を視野に入れて自身の言動を決定していく意識を根底に「文明の発展の方向性を変える」、「持

続可能で平和な世界に向けての変革」のことです。

今、世界中で「ワールドシフト」のムーブメントが広まってきています。

このムーブメントに触れて感じた高揚感を同世代の仲間に共有したい。

この想いが企画の始まりでした。

自分たちと同じ感覚を持って、最前線で活躍している大人がいる。業種や地位を飛び越えて、

「ワールドシフト」という一つのキーワードの下、手を取り合う人たちがいる。私たちは心から

感動し、勇気をもらいました。そして、そのバトンを是非自分たちが受け取りたいと思い、手

を挙げさせてもらいました。

今年、２０１０年を国連は「国際ユース年（International year of youth）」と認定しました。

今ほど若者の力が世界中で求められている機会はないと思います。

私たちは「ワールドシフト」というキーワードの下、様々なアプローチを同世代に、日本中に、

世界中にしていきたいと思っています。

まだまだ若輩者ですが、精一杯頑張りますので応援して頂けましたら幸いです。

2009年 9月、世界的な金融・経済危機と環境問題に対

応するために、システム哲学者アーヴィン・ラズロー博

士やゴルバチョフ元大統領など世界賢人会議「ブダペス

トクラブ」は、持続可能な社会への転換（WorldShift：

ワールドシフト）の緊急提言を呼びかけました。
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WorldShift Osaka

 ２１世紀の「進歩と調和」とは　～若者が世界に問いかける～

人々はこのところ、こぞって本物志向となりつつあります。「本物の味」が、これほど問われた

時代があったでしょうか。本物を求めずにいられない時代は、逆に言うならイミテーションが

氾濫している時代であり、とても不幸な時代だと言えます。あまりにも本物が少ないために、人々

の無意識の心の中に不安が広がっているように思えます。

私たちはワールドシフトとは「心のシフト」だと考えています。そして、その「心のシフト」

が一番必要とされているのは私たち若者です。経済的に豊かな時代に育ってきた私たちの世代

では、どうしてもこの世の中は既成の大人たちが作ってきたもので、一傍観者的観客として加

わっていくに過ぎないという意識がありました。自分たちが主体的に関わって何かを変えてい

くという経験をしたことがあまりなく、はたして自分たちに何が出来るのだろうか、と悩みま

した。

しかし、世界の動きを見ていたら、立ち止まっている時間はありません。国際ユース年である

今年、若者から日本中へ、そして世界へ向けてアクションを起こし、一歩ずつ未来へと進んで

いこうと私たちは動き始めました。

何か行動を起こすためには、世の中に興味を持つことが必要です。誤解を恐れずに言うならば、

若者から見てカッコイイ大人があまりにも少ない、表に出てきにくいことが無関心な人が多い

原因だと私たちは考えます。そこで本企画ではロールモデル足りえる、沢山のカッコイイ大人

にご登壇・ご参加して頂きます。

「心のシフト」と一言でいっても、具体的に何をどうすれば良いのかということは正直分かりま

せん。しかし、この企画を若者の手で主催して自己表現することで、若者は確実に変わりますし、

ひいては日本は、世界は変わると確信しています。本企画が、様々な人たちが手を取り合って、

未来へ歩んでいく契機となりますことを切に願います。
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WorldShift Osaka コンテンツ

ワークショップ　　パフォーマンス　　展示・物販
ワールドシフトという言葉を理解して、日常に落し込むことはとても重要です。でも、その前段階

として、他者に、世界に、そして地球に興味を持つ。好きになる。それが何よりも大事なことだと

思います。

読書や良い話を聞くよりも、実際に身体を通して体験することで得られるものって沢山あります。

そんな機会を、壮大な敷地全体を使った多種多様な企画を用いて提供します。一粒の汗は百冊の名

著に匹敵すると思いませんか！？具体的には、葦舟作り・農作業体験・ハンディ体験・火起こし・

民族楽器作り・着付け・味噌漬けなどを考えています。

参加団体（現在調整中）

Earth Identiy Project　～世界一大きな絵～　
http://earth-identity-project.com/
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The Exhibition　～発展途上国で求められるデザイン～
（協力：世界を変えるデザイン展実行委員会）

http://exhibition.bop-design.com/

希望への旅 http://www.refugeesinternationaljapan.org/user/home.php

カムナ葦船プロジェクト http://rainbow.or.tv/kamuna/
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蒙古斑革命～高木由利子写真展 http://yurikotakagi.com/

森の遊学舎 http://www.ugaku.com/

ちかけん ttp://chikaken.typepad.jp/
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ＮＥＷＳＤ
http://newsd.jp/

The green friend
http://thegreenfriend.syncl.jp/

ハガレックス
http://www.hagalex.jp/index.html
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プレゼンテーション

～Dream×Possible＝Hope～

 登 壇 決 定 者

世の中に興味を持ち、何か自分も・・・と思っても、どう
したら良いか分からないのが現状です。身体の次は頭で汗
をかきましょう。実際にシフトしている人たちの話を聞い
て、刺激を受けましょう。今日のあなたは今までのあなた
と違って、受け身じゃないはずです。話を聞いたら、動き
出したくてウズウズしているのでは！？
未来を生きるシフターに、希望のバトンを繋ぎます。

塩見直紀氏　　　（半農半X研究所代表）
http://plaza.rakuten.co.jp/simpleandmission/6000

1990 年よりカタログ通信販売会社 10 年勤めている間に、作家である星川淳の「半農半著」に影
響を受け、2000 年より持続可能な農ある小さな暮らしをしつつ、天の才（個性や能力、特技など）
を社会のために生かし、天職（Ｘ）を行う生き方、暮らし方」というコンセプトの「半農半 X」
を提唱している。

貝谷嘉洋氏　　　（ゴールドコンサート主宰）
http://www.npojba.org/mission/4thbov

自身が病気のため車いすでの生活を強いられているが、独立した生活を行うため、アメリカに留
学し、車いすでアメリカ一周を達成した。多くの人に障害者の自立や、社会進出の必要性を認識
してもらおうという「ゴールドコンサート」を創設、NPO法人日本バリアフリー協会の創始者で
もある。
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田中優氏　　　　（ap bank 監事） http://tanakayu.blogspot.com/

現在「未来バンク事業組合」 理事長、「ap bank」監事、「日本国際ボランティアセンター」理事、「天
然住宅」共同代表など、環境・平和・貧困問題を具体的に解決できる非営利事業で活動している。
言葉でなく行動、気持でなく仕組みで解決することをめざし、小さな地域からの活動を支援して
いる。

船井勝仁氏　　　（株式会社 船井本社 代表取締役社長）
http://www.ilir.co.jp/funai_katsuhito/

船井本社代表取締役社長。船井総合研究所常務や船井キャピタル、船井情報システムズの代表取
締役を歴任し、コンサルティングの周辺の事業拡大に取り組む。２００８年、競争や策略のない
時代をつくるという父・船井幸雄の考えに共鳴し船井本社の社長に就任した。現在は有意の人の
集合意識でミロクの世をつくる勉強会「にんげんクラブ」を中心とした活動を続けている。

石川仁氏　　　　(カムナ葦船プロジェクト代表）
http://amanakuni.net/Namaenonai-shinbun/Namae132-asibune.html

学生の頃から世界中を放浪。ラクダでサハラ砂漠の旅、南米ジャングルを丸木舟での川下りなど
先住民の交通手段で旅を行う冒険家。南米アンデスの旅で葦船に出会い、国連のプロジェクトに
参加。古代船葦船で太平洋、大西洋を航海。帰国後、「カムナ葦船プロジェクト」を設立。全国各
地で葦船学校のワークショップを開催。葦船で太平洋を横断しネイティブの知恵をつなぐ旅を計
画中。

鎌田東ニ氏　　　（京都大学こころの未来研究センター教授）
http://homepage2.nifty.com/moon21/

國學院大学、早稲田大学などの講師を経て、日本文化研究センター客員助教授などを務め、京都
造形芸術大学教授に就任。同大学の研究員を経て２００８年４月より京都大学こころの未来研究
センター教授を務めている。

宇梶静江氏　　　(アイヌ民族活動家）
http://www.jinken.ne.jp/kyousei/ukaji/index.html

「アイヌに生まれることアイヌとして生きること」をスローガンにしているアイヌの解放運動家で
あり、著名なアイヌ文化の継承者。アイヌ文化の創作活動や講演活動を行っている。
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荒巻豊志氏　　　（大手塾講師）
http://www.toshin.com/teacher/detail.php?id=39

受験世界史に荒巻ありと言われる超実力講師。大学卒業後、松下政経塾を経て大手予備校講師に。
世界史だけでなく人生哲学などのエッセンスが詰まった授業は、受験生から絶大な人気を誇る。

堀江貴文氏　　　（実業家）  http://ameblo.jp/takapon-jp/

ライブドアの創設者。2004 年、オリックスブルーウェーブスの買収を申し出し注目を集める事に。
2005 年、ニッポン放送の大株主になる事で騒動になり、再び注目を浴びる。
同社での証券取引法違反容疑による「ライブドア事件」以後、著書活動、講演会を主に
 行っている。

Christopher Currell　　（音楽家）
http://www.plenumvoid.com/

音楽プロデューサー、ギターリスト。シンセサイザーの最高峰シンクラビアの先駆者であり、最
先端楽器 Ztar 演奏の第一人者。クインシー・ジョーンズ、ポール・サイモン、スティービー・ワ
ンダーなどと音楽制作に携わり、冨田勲や喜太郎など第一線にいるアーティストたちとも親交が
深く、東京ディズニーシー「インディー・ジョーンズ」の 3Dサウンドエフェクト等を担当。マイ
ケル・ジャクソンのプラチナアルバム「BAD」制作と全世界でのコンサート等マイケルの全盛期
を支えた実績をもつ。米国音楽業界の影の立役者。現在は創作活動の場を日本に移し、ishwish（イ
シュウィッシュ）というサウンドのバイブレーションを使ってリスナーの心をやすらげ、意識を
高め、宇宙と意識をつなげる即興による音楽を中心に楽曲制作や演奏活動を行っている。新たに
Plenum Void（プレナム・ヴォイド）という若者を対象にしたグルーブのあるエネルギッシュな即
興演奏のプロジェクトをWorldShift Osaka でデビュー。プレナムとは「物質で充満した空間」、ヴォ
イドとは「物質が全くない空間」を意味する。全ての可能性が潜んでいる何もない空間、つまり「無
からの創造」。プレナム・ヴォイドの音楽を通して若者にポジティブなメッセージが伝わり、彼ら
にワクワクするようなインスピレーションが湧くことを願っている。

梶妙壽氏　　　　（茲受院門跡住職）
http://homepage2.nifty.com/jijuin/pro.html

1956 年花柳流師範となり、花柳寿千姫として日本舞踊界で活躍。海外でも多数公演活動を行なう。
1988 年「南無観の会」設立。同年、浄土宗総本山知恩院尼僧専門道場で修行。1996 年臨済宗単
立薄雲御所慈受院門跡副住職となり、1998 年住職に就任する。

 柳明菜氏 　　　（映画監督、カフェオーナー）
http://keio150.jp/jyukusta/interview/ms02.html

大学入学と同時に芸能プロダクションと契約。女優業をスタートするも悶々とする中、恩師であ
る井上先生の縁で八丈島へ。それが契機となり、映画「今日という日が最後な ら、」が２００８年
に国内外の映画祭で上映される。現在は、京都でカフェ＆ショップ「六館堂～Ｒｏｃk＆Ｄｏ～」オー
ナー。
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野中ともよ氏　　　（WorldShift Network Japan 代表）
http://www.gaiainitiative.org/aboutgi/tomoyo_nonaka.php

一般社団法人ワールドシフト　ネットワーク　ジャパン理事。1979 年より各キー局のテレビ番組
にてキャスターを勤める。ジャーナリスト活動のほか、各種社会団体、政府審議会の委員、企業
の社外取締役などの役員として活躍。2002 年には三洋電機の社外取締役に就任、その後 2005 年
～ 2007 年同社代表取締役会長。2008 年より宇宙航空研究開発機構（JAXA）経営顧問。また、
2007 年に地球環境問題解決を幅広いステークホルダーによびかけようとNPO 法人 GAIA 
INITIATIVE（ガイア・イニシアティブ）を立上げ活動を行なっている。

神谷宗幣氏　　　（龍馬プロジェクト全国会　会長）
http://www.kamiyasohei.jp/

2004 年までスーパーの店長の傍ら高校教師を勤める。その後、学生時代に世界の旅を通じて感じ
た「自分を含めた日本の若者はこのままでいいのか」という危機感から、2007 年の地方統一選挙
で大阪府吹田市議会議員選挙に立候補し、最年少で当選。2009 年には大阪府橋下府知事とともに
「大阪教育維新を市町村からはじめる会」を結成。2010 年より、「若手議員が地方から日本を変え
ていく」を理念とした、龍馬プロジェクトの会長を務める。

倉崎憲氏　　　　　（同志社大学）
http://sivio.jp/main/message_sivio_west1/index.html

19 歳の時にラオスに行ったのをきっかけに、ラオスの子ども達に学びと遊びの場を創造したいと
思い、小学校がない地域に小学校を建てるために団体を立ち上げる。ラオスに教育支援をするこ
とをコンセプトとして、チャリティイベント等を行い、現地に小学校を建設。政府の移民政策と
連携し、継続的協力、交流をはかっている。また、教育機関などでの講演活動、写真展を通じ「生
きるている人間を教科書とする素晴らしさ」を伝えて続けている。学生国際協力団体ＳＩＶＩＯ
初代代表。南アフリカフォトコンペ最優秀賞。人権ほっと賞受賞。ドキュメンタリー本「僕たち
は世界を変えることができない。」写真担当。2011 年夏に深作監督により映画化決定。
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木内鶴彦氏　　（天文学者）
http://www.lcv.ne.jp/~kasugahi/amatu.htm

行方不明の彗星を再発見する他、新たな彗星を３つ発見している彗星捜索家。また、天文や環境
問題の講演会を全国でしており、特に光害、そこから派生した自然環境破壊を 訴えている。加えて、
2008 年には太陽光を使って非燃料かつ非有害物排出な焼却炉の特許が各国でおりており、2010
年の完成に向けて実験炉を建設中。
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原田謙介氏　　　　（ivote 代表）
http://www.i-vote.jp/modules/contents/index.php?content_id=5#6

２００８年「２０代の投票率向上」を目指し学生団体 ivote を結成。少子高齢化の日本社会におい
て、持続可能な日本であるために若い人が政治に興味をもつこと・意志を発信していくことの重
要性を訴える。政治参加の入口として投票を押しすすめる。各党国会議員と飲み会を行う「居酒
屋 ivote」、メールを活用した「ivote メールプロジェクト」等を行う。また、クローズアップ現代・
日経新聞・米 Time 誌等多数のメディアに取り上げられ理念を広める。ブブゼラを購入するほどの
サッカー好き。旅が好きで、東欧・南アジア等１８ヶ国放浪。座右の銘は「年中夢求」１９８６
年岡山県生まれ。

ＭＵＩ　　　　　　（アーティスト） http://www.npojba.org/mission/4thbov
1993年3月28日生まれの末広がり。2008年自由の森学園脱退。2009年すいどーばた美術学園脱退。
2010 年水に光を灯されアーティスト活動開始。いのちを貰っていのちをつくっています。好きな
ファッションは裸。夢は大海原にでること。（本人談）

大西千晶氏　　　　　（神戸大学）
18 歳の時に、フリーペーパーやイベント、ファッションショー企画等で事業を立ち上げるが、社
会に様々な不安を感じ、思い悩む。その中で、20 歳現在、女子大生起業家として、社会貢献型企
業「プリローダ株式会社」を創設する。また、食や農、環境に興味を持ち、NPO法 YouthBridge
の理事として活動中。

平井麻祐子氏　　　　（青山学院大学大学院）
http://www.gnew.jp/home/index.php?menu=interview&catseq=135&atcseq=178

高校時におけるニュージーランド在住時に人種差別の問題に触れ国際問題への意識を持つ。国連
本部での研修を受けた経験を持ち、2009 年夏に外務省後援の日米学生会議に日本側の代表として
参加。外交・国際公務等指導室にも所属。



WorldShift Osaka 当日までのスケジュール

８月上旬～　　　　　　　　　後援・賛助募集開始

～８月末　　　　　　　　　　プレゼンテーション登壇者・ワークショップ出展団体仮決定

９月上旬～　　　　　　　　　プレス等広報開始

～１０月下旬　　　　　　　　登壇者のプレゼンテーション、ワークショップコンテンツ、

　　　　　　　　　　　　　　オープニング、クロージングの映像等完成

１１月６日７日　　　　　　　会場の設営・搬入作業開始

１１月８日～１２日　　　　　講演会会場をワールドシフト一色に。

　　　　　　　　　　　　　　今年４月に行われたフォーラムの映像も流す。

１１月１２日　　　　　　　　太陽の塔前でプロモーション

１１月１３日・１４日　　　　イベント当日

１１月１５日　　　　　　　　搬出・撤去・現状復帰
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WorldShift Osaka 賛同人

荒巻豊志（大手塾講師）
石川仁（カムナ葦舟プロジェクト代表）
井上英之（慶應大学教授）
宇梶静江（絵本作家）
上田 壮一
　（Think the Earth プロジェクト プロデューサー）
梅沢由香里（囲碁棋士）
海老原美恵（ＷＰＰＤ事務局長）
枝廣淳子（環境ジャーナリスト）
大西琢也（火起師）
岡野弘幹（天空オーケストラ主宰）
貝谷嘉洋（ゴールドコンサート主宰）
梶妙寿（慈受院門跡住職）
金澤みゆき（英語講師）
木内鶴彦（天文学者）
鎌田東二（京都大学心の未来研究センター教授）
河原裕子
　（ＮＰＯ法人 Earth Identity Project 会長）

クリストファー・カレル（音楽家）

北澤杏里
（アムド教育支援プロジェクト　shri 代表）
小久保隆（環境音楽家）
西園寺裕夫
　（公益財団法人 五井平和財団 理事長）
佐藤孝治（株式会社ジョブ・ウェブ 代表取締役社長）
サフィア・ミニー（ピープル・ツリー代表）

ジェイン・ベスト（ＲＩＪ会長）
塩見直紀（半農半Ｘ研究所　代表）
柴田光廣
　（世界賢人会議ブダペストクラブ　アンバサダー）
鈴木慶太（株式会社Kaien 代表取締役）
清水竜馬（千人会）
須藤元気（元格闘家）
関太郎（武術家）
高木由利子（写真家）
田坂広志
　（世界賢人会議プダペスト・クラブ 日本代表）
田中優（ap bank 監事）

谷崎テトラ（ワールドシフト・
　　　　　　ネットワーク・ジャパン代表理事）
中渓宏一（地球を歩く、木を植える）

仲西祐介（照明家）
野中ともよ
　（NPO法人ガイア・イニシアティブ代表理事）
平野豊宏（ハガレックス代表）
羽生善治（将棋棋士）
船井勝仁（株式会社船井本社　代表取締役社長）
美内すずえ（漫画家）
柳明菜（映画監督）

（五十音順、敬称略）
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WorldShift Osaka スタッフ

青木真優（立教大学法学部３回生）
安達敦史（神戸大学大学院国際協力研究科１回生）
石黒翔太（近畿大学理工学部３回生）
石田健（早稲田大学文学部３回生）
出浦綾夏（慶應義塾大学看護医療学部４回生）
圓地由真（立命館大学産業社会学部４回生）
沖田誠（関西学院大学商学部５回生）
門谷佳紀（立命館大学産業社会学部４回生）
近都真侑　（近畿大学医学部５回生）
黒田淳一（立命館大学政策科学部３回生）
五味一成（中央大学総合政策学部４回生）
佐竹宏美（立命館大学国際関係学部４回生）
末広華奈子（慶應義塾大学文学部４回生）
鈴木翔太（慶応義塾大学法学部４回生）
鈴木隆太（日本大学法学部３回生）
高橋麻衣（日本大学経済学部３回生）

竹之内研（同志社大学文化情報学部５回生）
田村遼平（法政大学経営学部３回生）
寺岡重人（関西学院大学経済学部３回生）
中川崇（京都大学経済学部４回生）
西岡綾（立命館大学法学部４回生）
西野亮政（同志社大学法学部４回生）
平田智夢（関西学院大学神学部５回生）
松本修平（関西学院大学商学部４回生）
丸山純平（立命館大学産業社会学部５回生）
三上結香（同志社大学法学部５回生）
宮川綾香（立命館大学産業社会学部４回生）
宮川卓也（立命館大学産業社会学部４回生）
宮本靖子（立命館大学産業社会学部４回生）
山田安友（立命館大学政策科学部３回生）
山本圭樹（関西大学商学部３回生）
米村公祐（関西学院大学商学部 4回生）

WorldShift Osaka 　最後に

以上が現段階での企画概要となります。
本企画を通して、以下の２つの想いを皆様と共有できたら幸いです。
「世の中には多種多様な生き方があって、各々を尊重するべきだという想い」
「様々な垣根を越えて手と手を取り合って未来へ歩んでいこうという想い」

ご質問やご意見など御座いましたら下記の連絡先まで頂ければと思います。
まだまだ未熟者ではありますが、最後まで責任を持って全うする所存ですので、
応援して頂けたら幸甚です。

共同主宰・代表 鈴木翔太（慶応義塾大学４回生）
suzusho.com@gmail.com 　　  　／　 080-3590-6921

宮川卓也（立命館大学４回生）
takoyakiyakitako@yahoo.co.jp　／　 080-3820-3612
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